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Research Abstract 清⽊班員はヒト胃癌細胞株を⽤いて実験的にマトリクスメタロプロテイナーゼ(MMP)の活性発現が必須であることを特異的インヒビターであるTIMP-1遺伝⼦導
⼊実験により⽰した.同時に、TIMP-1発現の低下が悪性形質発現の⼀因となることも⽰された.岡⽥班員はヒト⾻⾁腫OST細胞、ヒト単球様細胞U937を⽤いて細
胞の浸潤能および転移能の発現とIV型コラーゲナーゼ(MMP-9)の発現との相関が⾼いことを⽰した.中島班員は腎臓癌細胞KG12がヌードマウスへの正所移植で
は転移するが異所である⽪下からは転移しないことを⽰した.組織由来の線維芽細胞が産⽣するTGFbがKG12細胞のIB型コラーゲナーゼおよびウロキナーゼ産⽣
と浸潤能発現の制御因⼦であることを明らかにした.浸潤・転移能に関連して重要性が⽰されたMMP-9遺伝⼦発現制御機構を解析することにより、佐藤班員は
TPA、TNFaとc-Srcを介するシグナルがそれぞれ独⽴にMMP-9の伝写を制御していることを明らかにした.MMP以外の浸潤能に関する細胞外マトリックス分解酵
素として宮崎班員は胃癌細胞株からトリプシン1を精製し、同定した.早川班員はもう⼀つのMMPインヒビターであるTIMP-2に対する単クローン抗体を作成し、
サンドイッチELISA法による測定系を確⽴した.⽊村班員は転移抑制遺伝⼦として報告されたNKPキナーゼ(NM23)遺伝⼦の⼆つのアイソフォームをラットから
cDNAと対応する染⾊体遺伝⼦として単離し、その構落を明らかにした.また、ラット⾼転移性乳癌細胞での発現低下を確認した.⾕⼝班員はbmアクチンの転移
の抑制活性が細胞運動の抑制と相関しすることを明らかにした.若い研究者伊藤君は⼤腸癌でMMP-7の発現が特異的に⾒られること丹⽥君は⾎管作動薬による腫
瘍組織⾎流量の増加が化学療法剤の効果を増強することを⾒いだした.
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